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DMV－４４２  Remote制御詳細 
 
1.Protocol 
 
 RS-232C準拠/RS-485（Half Duplex）準拠 
 Start Bit 1 
 Stop Bit 1 
 Data Bit 8 
 Parity  Even 
 Data Rate 9600 bit per second 
 Code  ASCII 
 Terminate CR LF 
 
2.Write command 
 マルチビューワ（DMV-442）がMenuを表示している状態ではコマンドを受け付けません。 
 「ＭＥＮＵ+CR,LF」を返します。 
 
 2-1.Answer 
  「ＧＯ+CR,LF」  正常受信、正常実行 
  「ＧＮ+CR,LF」  正常受信であるがMODEが違うため実行しない 
  「Ｅ０+CR,LF」  Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」  Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」  Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」  Command error 
  「ＭＥＮＵ+CR,LF」  Menu状態 
  「ＬＯＣＫ+CR,LF」  Lock状態 
  「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」  Alarm状態 
 
 2-2.Command 
 
  2-2-1.「Ｃ０１+CR,LF」～「Ｃ０４+CR,LF」（Camera ch.1～4） 
    カメラのチャンネルNo.１～４を選択します。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
    Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-2.「ＣＡＳ+CR,LF」（Camera Auto Sequence） 
    オートシーケンスのカメラ切換えを選択します。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
    Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-3.「ＣＱ１+CR,LF」（Camera 4分割） 
    カメラの４分割画面を選択します。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
    Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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3.Read command 
 
 3-1.異常時Answer 
  「Ｅ０+CR,LF」 Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」 Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」 Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」 Command Error 
 
 3-2.Command 
 
  3-2-1.「ＲＭ+CR,LF」（Read Mode） 
    DMV-442の現在の状態を返します。 
    「ＣＡＳ+CR,LF」  オートシーケンスで動作中 
    「ＣＱ１+CR,LF」  4分割画面 
    「Ｃ０１+CR,LF」～「Ｃ０４+CR,LF」 カメラ ch. 
    「Ａ０１+CR,LF」～「Ａ０４+CR,LF」 Alarm 保持中ch． 
    「ＭＥＮＵ+CR,LF」 Menu表示中 
 
 
 
4.ご注意 
 Commandの発行と同時にDMV-442のフロントスイッチを操作されますと誤ったAnswerを 
 返すことがあります。 
 Commandの発行を連続で行う場合100ｍseconds.以上の間隔をあけて下さい。 
 
 RS-485で使用の場合Commandの先頭にSlave Addressの番号を付けます。 
 Answer Backの先頭にもSlave Addressの番号が付きます。 
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ASCII Code表（１６進） 
 
SPACE  ０２０Ｈ     ａ    ０６１Ｈ     タ    ０Ｃ０Ｈ 
              ｂ    ０６２Ｈ     チ    ０Ｃ１Ｈ 
：    ０３ＡＨ     ｃ    ０６３Ｈ     ツ    ０Ｃ２Ｈ 
＜    ０３ＣＨ     ｄ    ０６４Ｈ     テ    ０Ｃ３Ｈ 
＞    ０３ＥＨ     ｅ    ０６５Ｈ     ト    ０Ｃ４Ｈ 
－    ０２ＢＨ     ｆ    ０６６Ｈ 
．    ０２ＥＨ     ｇ    ０６７Ｈ     ナ    ０Ｃ５Ｈ 
／    ０２ＦＨ     ｈ    ０６８Ｈ     ニ    ０Ｃ６Ｈ 
              ｉ    ０６９Ｈ     ヌ    ０Ｃ７Ｈ 
０    ０３０Ｈ     ｊ    ０６ＡＨ     ネ    ０Ｃ８Ｈ 
１    ０３１Ｈ     ｋ    ０６ＢＨ     ノ    ０Ｃ９Ｈ 
２    ０３２Ｈ     ｌ    ０６ＣＨ 
３    ０３３Ｈ     ｍ    ０６ＤＨ     ハ    ０ＣＡＨ 
４    ０３４Ｈ     ｎ    ０６ＥＨ     ヒ    ０ＣＢＨ 
５    ０３５Ｈ     ｏ    ０６ＦＨ     フ    ０ＣＣＨ 
６    ０３６Ｈ     ｐ    ０７０Ｈ     ヘ    ０ＣＤＨ 
７    ０３７Ｈ     ｑ    ０７１Ｈ     ホ    ０ＣＥＨ 
８    ０３８Ｈ     ｒ    ０７２Ｈ 
９    ０３９Ｈ     ｓ    ０７３Ｈ     マ    ０ＣＦＨ 
              ｔ    ０７４Ｈ     ミ    ０Ｄ０Ｈ 
Ａ    ０４１Ｈ     ｕ    ０７５Ｈ     ム    ０Ｄ１Ｈ 
Ｂ    ０４２Ｈ     ｖ    ０７６Ｈ     メ    ０Ｄ２Ｈ 
Ｃ    ０４３Ｈ     ｗ    ０７７Ｈ     モ    ０Ｄ３Ｈ 
Ｄ    ０４４Ｈ     ｘ    ０７８Ｈ 
Ｅ    ０４５Ｈ     ｙ    ０７９Ｈ     ヤ    ０Ｄ４Ｈ 
Ｆ    ０４６Ｈ     ｚ    ０７ＡＨ     ィ    ０Ａ８Ｈ 
Ｇ    ０４７Ｈ                   ユ    ０Ｄ５Ｈ 
Ｈ    ０４８Ｈ     ア    ０Ｂ１Ｈ     ェ    ０ＡＡＨ 
Ｉ    ０４９Ｈ     イ    ０Ｂ２Ｈ     ヨ    ０Ｄ６Ｈ 
Ｊ    ０４ＡＨ     ウ    ０Ｂ３Ｈ 
Ｋ    ０４ＢＨ     エ    ０Ｂ４Ｈ     ラ    ０Ｄ７Ｈ 
Ｌ    ０４ＣＨ     オ    ０Ｂ５Ｈ     リ    ０Ｄ８Ｈ 
Ｍ    ０４ＤＨ                   ル    ０Ｄ９Ｈ 
Ｎ    ０４ＥＨ     カ    ０Ｂ６Ｈ     レ    ０ＤＡＨ 
Ｏ    ０４ＦＨ     キ    ０Ｂ７Ｈ     ロ    ０ＤＢＨ 
Ｐ    ０５０Ｈ     ク    ０Ｂ８Ｈ 
Ｑ    ０５１Ｈ     ケ    ０Ｂ９Ｈ     ワ    ０ＤＣＨ 
Ｒ    ０５２Ｈ     コ    ０ＢＡＨ     ン    ０ＤＤＨ 
Ｓ    ０５３Ｈ                   ッ    ０ＡＦＨ 
Ｔ    ０５４Ｈ     サ    ０ＢＢＨ     ャ    ０ＡＣＨ 
Ｕ    ０５５Ｈ     シ    ０ＢＣＨ     ュ    ０ＡＤＨ 
Ｖ    ０５６Ｈ     ス    ０ＢＤＨ     ョ    ０ＡＥＨ 
Ｗ    ０５７Ｈ     セ    ０ＢＥＨ     ァ    ０Ａ７Ｈ 
Ｘ    ０５８Ｈ     ソ    ０ＢＦＨ     ォ    ０ＡＢＨ 
Ｙ    ０５９Ｈ                    ゙    ０ＤＥＨ 
Ｚ    ０５ＡＨ                    ゚    ０ＤＦＨ 


